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語文96(2011・ 6大阪大学国語国文学会)

『
河
海
抄
』
に
お
け
る

『紫
明
抄
』
引
用
の
実
態

―
―
引
用
本
文
の
系
統
特
定
と
注
記
の
受
容
方
法
に
つ
い
て
―
―

一
　
は
じ
め
に

『
河
海
抄
』
の
成
立
に
は
、
様
々
な
先
行
諸
注
釈
書
か
ら
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
。
中
で
も
河
内
家
の
源
氏
学
と

『
河
海
抄
』
と
の
繋
が
り
を
考
え
た

時
に
、
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
も
の
は

『
紫
明
抄
』
で
あ
る
。

『
河
海
抄
』
と

『
紫
明
抄
』
の
繋
が
り
で
こ
れ
ま
で
最
も
注
目
さ
れ
て
き

た
の
は
、
『
河
海
抄
』
の
撰
献

に
関
わ
る

『
珊
瑚
秘
抄
』
の
記
事

で
あ
る
。

『
珊
瑚
秘
抄
』
に
は

「往
日
、
貞
治
初
、
依
二
故
費
筐
院
贈
左
大
臣
家
貴
命
ヽ

令
レ
撰
コ
献
河
海
抄
廿
巻
「
是
摸
下
保
行
法
師
素
寂
、
陪
二
関
東
李
部
大
王
之
下

間
ヽ
撰
コ
進
紫
明
抄

・之
例
上
也
。
」
と
、
『
河
海
抄
』
が
足
利
将
軍
家
に
献
上

さ
れ
た
の
は
、
『
紫
明
抄
』
が
久
明
親
王
に
献
上
さ
れ
た
事
例
を
摸
し
て
の

こ
と
で
あ

っ
た
と
す
る
。
『
河
海
抄
』
の
序
に
は
、
先
行
注
釈
書
と
し
て
の

『
紫
明
抄
』
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
が
、
『
河
海
抄
』
編
集
の
際
に

『
紫

明
抄
』
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
河
海
抄
』
の
注
記
内
容
に
関
し
て
も
、
注
釈
の
提
示
形
態
を
初
め
と
し

松

本

大

て
、
漢
字

（漢
語
）
に
よ
る
和
語

へ
の
注
記
の
方
法
や
、
引
歌
と
し
て
万
葉

歌
を
積
極
的

に
用
い
る
点
な
ど
、
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
ま
た

『
河
海

抄
』
が
指
摘
す
る
准
拠
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
『
紫
明
抄
』
の
注
記
と

一
致

す
る
箇
所
も
多
く
、
注
記
の
完
全
な

一
致
は
見
え
な
く
と
も

『
河
海
抄
』
が

指
摘
す
る
内
容
の
骨
格
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
注
記
も
数
多
く
見
ら
れ
、

『
河
海
抄
』
が

『紫
明
抄
』
の
説
を
受
け
継
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず

『
河
海
抄
』
に
引
用
さ
れ
る

『
紫
明
抄
』
の
本
文
系
統

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で

『
河
海
抄
』
が

『
紫
明
抄
』
を
引
用
す
る
際
の

特
徴
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
一

『紫
明
抄
』
諸
本
の
現
存
状
況
と
奥
書

『
河
海
抄
』
に
引
用
さ
れ
る

『紫
明
抄
』
の
本
文
系
統
を
検
討
す
る
前
に
、

ま
ず

『
紫
明
抄
』
の
諸
本
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

『
紫
明
抄
』
の
諸
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
京
都
大
学
文
学
部
蔵
本

（以
下
、

京
大
本
）
、
内
閣
文
庫
十
冊
本

（以
下
、
内
甲
本
）
、
内
閣
文
庫
三
冊
本

（以



下
、
内
丙
本
）
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
大
津
有

一
氏
は
、
京
大
本

を
諸
伝
本
中
最
古
の
善
本
と
し
、
内
丙
本
は
内
甲
本
を
簡
略
化
し
た
も
の
と

位
置
付
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
年
田
坂
憲
二
氏
は
、
内
丙
本
系
統
は
内
甲

本
系
統
よ
り
派
生
し
た
系
統

で
は
な
い
と
し
た
上

で
、
「内
甲
本
の
グ
ル
ー

プ
は
、
内
丙
本
と
、
京
大
本
系
の
諸
本
と
の
、
丁
度
中
間
的
な
位
置
に
あ
る

も
の
で
あ
る
。
」
と
し
た
。
田
坂
氏
に
よ
る
と
、
内
丙
本
は
初
稿
的
な
位
置

に
あ
り
、
そ
の
後
増
補
改
訂
さ
れ
て
い
く
過
程
で
内
甲
本
系
統
や
京
大
本
系

統
が
発
生
し
た
と
す
る
。
本
稿
で
も
、
田
坂
氏
の
論
考
に
従
い
三
系
統
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
系
統
で
あ
る
も
の
と
し
て
比
較
を
行
う
。
た
だ
し
本
稿
で
は

系
統
成
立
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
考
え
な
い
も
の
と
し
、
あ
く
ま
で
系
統

間
に
お
け
る
差
異
に
注
目
し
て
い
く
。

ま
ず
外
形
的
な
形
態
に
つ
い
て
比
較
す
る
。
『紫
明
抄
』
の
形
態
は
、
い

ず
れ
の
系
統
も
十
巻
で
あ
る
こ
と
で
共
通
す
る
。
た
だ
し
、　
一
巻
の
中

で

『
源
氏
物
語
』
の
ど
の
巻
か
ら
ど
の
巻
ま
で
を
扱
う
か
と
い
う
施
注
構
成
に

は
差
異
が
見
ら
れ
る
。
施
注
構
成
に
差
異
が
見
ら
れ
る
の
は
巻

一
。
巻
二
の

み
で
あ
り
、
巻
三
以
降
の
巻
で
は
三
系
統
は
完
全
な
る

一
致
を
み
せ
る
。
下

の

【表
１
】
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
施
注
構
成
を
示
し
た
。
『
河
海
抄
』

と
も
比
較
出
来
る
よ
う
に
下
部
に

『
河
海
抄
』
の
施
注
構
成
を
配
置
し
た
。

『
紫
明
抄
』
の
巻

一
・
巻
二
で
は
三
系
統
と
も
施
注
構
成
が
異
な

っ
て
い

る
。
京
大
本
は
巻

一
が
桐
壼
巻
～
夕
顔
巻
、
巻
二
が
若
紫
巻
～
花
散
里
巻
を

扱
う
。
内
甲
本
は
巻

一
が
桐
壺
巻
の
み
、
巻
二
が
弔
木
巻
～
夕
顔
巻
を
扱
い
、

若
紫
巻
～
花
散
里
巻
ま
で
は
注
記
が
存
在
し
な
い
。
内
丙
本
は
巻

一
が
桐
壺

巻
～
末
摘
花
巻
、
巻
二
が
紅
葉
賀
巻
～
花
散
里
巻
と
な

っ
て
い
る
。

（
注

４

）

【表
１
】
『紫
明
抄
』
と

『河
海
抄
』
の
施
注
構
成
の
比
較

巻
十
　
東
屋
～
夢
浮
橋

巻
九
　
橋
姫
～
宿
木

巻
八
　
夕
霧
～
竹
河

巻
七
　
若
菜
上
～
鈴
虫

巻 巻
六 五

玉
菫
～
箸
火

野
分
～
藤
裏
葉

巻
四
　
絵
合
～
少
女

巻
三
　
須
磨
～
関
屋

巻
二
　
若
紫

花
散
里

（京
大
本
）

巻

一　
桐
壺

～
夕
顔 『紫

明
抄
』
の
施
注
構
成

帯
木
～
夕
顔

（若
紫
～
花

散
里
、
欠
）

（内
甲
本
）

桐
壺

紅
葉
賀

～
花
散
里

（内
丙
本
）

桐
壺

末
摘
花

巻
十
九
　
園
国
～
浮
舟

巻
二
十
　
蜻
蛉
上
同
日
□

巻
十
七
　
隅
□
丁
椎
本

巻
十
八
　
総
角
上
国
困

巻
十
五
　
一口
□
丁
雲
隠

巻
十
六
　
匂
兵
部
卿
上
囲
回

巻
十
二
　
閣
園
Ш
～
若
菜
下

巻
十
四
　
柏
木
上
囲
国

巻
十

　

一国
国
～
螢

巻
十

一　
常
夏
～
真
木
柱

巻
十
二
　
梅
枝
上
園
曰
園

巻
八
　
　
囲
□
丁
薄
雲

巻
九
　
　
朝
顔
上
回
園

巻 巻
七 六

囲
園
丁
明
石

澪
標
上
関
国

巻 巻 巻 巻 巻
五 四 三 二 一

国帯
木
～
夕
顔

若
紫
～
末
摘
花

紅
葉
賀
～
花
宴

葵
上
囮
閾
国

『河
海
抄
』
の
施
注
構
成



『
紫
明
抄
』
の
巻

一
・
巻
二
に
お
い
て
系
統
間
で
施
注
構
成
が
異
な
る
の

は
、
巻

一
・
巻
二
の
み
を
先
に
献
上
し
た
と
い
う

『
紫
明
抄
』
の
成
立
事
情

と
結
び

つ
く
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
指
摘
に
留
め
る
。

『
紫
明
抄
』
の
施
注
構
成
は
、
『
河
海
抄
』
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ

る
。
『紫
明
抄
』
と

『
河
海
抄
』
の
施
注
構
成

の
比
較
を
す
る
と
、
『
河
海

抄
』
の
施
注
構
成
は

『紫
明
抄
』
と
非
常
に
似
通

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

『紫
明
抄
』
の

一
巻

で
扱
わ
れ
る
分
量
を

『
河
海
抄
』
で
は
ほ
ぼ
二
巻
に
分

け
て
施
注
し
て
い
る
形
で
あ
り
、
施
注
を
始
め
る
巻
名
と
施
注
を
終
わ
ら
せ

る
巻
名
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
対
応
し
て
い
る
。

『紫
明
抄
』
と

『
河
海
抄
』
で
施
注
構
成

に
差
異
が
見
ら
れ
る
部
分
は
、

『
紫
明
抄
』
で
玉
髪
巻
～
藤
裏
葉
巻
の
二
巻
分
に
あ
た
る
も
の
が
、
『
河
海

抄
』
で
は
三
巻
分
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
桐
壺
巻
～
花

散
里
巻
ま
で
の

『
紫
明
抄
』
二
巻
分
を
、
『
河
海
抄
』
で
は
五
巻
分
に
当
て

て
い
る
為
、
そ
の
分
を
こ
の
箇
所
で
凝
縮
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
河

海
抄
』
が
二
十
巻
と
い
う
形
態
に
固
執
し
て
い
る
の
は
、
勅
撰
和
歌
集
の
形

態
を
見
倣

っ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
『
紫
明
抄
』
の
施
注
構
成
の
枠

組
み
に
則

っ
た
結
果
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
後
世
の
他
の
注
釈
書
の
施
注

構
成
と
比
較
し
て
み
て
も
、
『
紫
明
抄
』
と

『
河
海
抄
』
の
関
係
ほ
ど
強
く

一
致
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
両
者
の
施
注
構
成
は
、
若
干
の
差
異

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
『
河
海
抄
』
が

『
紫
明
抄
』
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た

と
考
え
る

一
つ
の
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

次
に

『紫
明
抄
』
の
奥
書
か
ら
、
『
河
海
抄
』
と
の
関
係
を
探

っ
て
い
く
。

『紫
明
抄
』
の
奥
書
は
系
統
に
よ

っ
て
か
な
り
差
異
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の

中
で
も
内
甲
本
系
統
の
奥
書
か
ら
は

『河
海
抄
』
と
の
接
点
が
窺
え
る
。
内

甲
本
系
統
の
奥
書
に
は
、
『
河
海
抄
』
の
作
者
で
あ
る
四
辻
善
成
が

『紫
明

抄
』
の
書
写
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

内
甲
本
は
少
な
く
と
も
五
回
の
書
写
の
形
跡
が
あ
り
、
元
応
元

（
一
三

一

九
）
年
、
暦
応
三

（
一
三
四
〇
）
年
、
貞
治
四

（
一
三
六
五
）
年
、
応
安
三

～
四

（
一
三
七
〇
～
七

一
）
年
、
至
徳
四

（
一
三
八
七
）
年
の
奥
書
が
存
在

（注
６
）

す
る
。
い
ず
れ
の
奥
書
も
内
甲
本
系
統
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内

甲
本
系
統
は
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
は
次
に
示
す
巻

八

・
巻
十
の
奥
書
か
ら
窺
え
る
。

・
巻
八
奥
書

本
ニ

愚
本
内
両
巻
紛
失
之
間
、
以
二
証
本

肇
日続
了
。
干
時
貞
治
四
年
二
月
十

三
日
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
判

至
徳
四
年
七
月
上
旬
之
比
、
誂
二
覚
基
法
印
墓
ヨ
写
之

一了
。
即
午
月

一

交
了
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
門
　
在
判

。
巻
十
奥
書

此
抄
十
巻
之
内
、
第
五
第
七
第
九
以
上
三
帖
、
雖
二
或
人
之
手
ヽ
不
慮

雖
レ
感
コ
得
之
ヽ
所
レ
残
猶
依
レ
不
二
尋
得
ヽ
借
コ
請
四
辻

一
品
本
ヽ
具
書
写

交
合
了
。
為
二
証
本

一之
子
細
、
載
二
奥
書

・欺
。
可
レ
秘
レ
之
。

子
時
至
徳
第
四
夷
則
上
旬
終
功
了
。
　

　

園
城
非
人
白
河
瓦
礫
沙
門
判

書
本
奥
書
ニ

此
抄

一
部
十
巻
、
悉
以
二
素
寂
自
筆
本

肇
［
写
了
。
而
此
巻
紛
失
之
間
、

後
日
書
コ
加
之
「
奥

一
段
作
者
素
寂
自
筆
也
。



書
中
撰
出
之
間
、
故
続
コ
加
巻
中

・者
也
。

時
貞
治
四
年
季
春
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
進
判

巻
八

・
巻
十
に
は
、
貞
治
四
年
と
至
徳
四
年
の
奥
書
が
存
在
し
、
同
内
容

の
書
写
過
程
を
示
し
て
い
る
。
傍
線
部
に
よ
る
と
、
至
徳
四
年
に

「
園
城
非

人
白
河
瓦
礫
沙
門
」
な
る
人
物
が
、
た
ま
た
ま
巻
五

・
巻
七

・
巻
九
の
三
巻

を
手
に
入
れ
、
そ
れ
以
外
を

「
四
辻

一
品
本
」
に
よ

っ
て
補
填
し
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
借
り
受
け
た

「
四
辻

一
品
本
」
と
は
、
四
辻
善
成
が
所
持
し
て

い
た
本
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
貞
治
の
奥
書
は
借
り
受
け
た
本
に
記
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
波
線
部
に
よ
る
と
、
素
寂
自
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で

あ

っ
た
が
、
巻
八
と
巻
十
は
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
た
め
に
後
日

「
証
本
」
に

よ

っ
て
補

っ
た
と
し
て
い
る
。
巻
八
の
奥
書
に

「
愚
本
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

貞
治
年
間
に
不
足
分
を
補
填
し
た
の
は
善
成
自
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

善
成
と
素
寂
自
筆
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
巻

一
の
奥
書
に
も
見
え
る
。

・
巻

一
奥
書

本
ニ

此
抄
十
巻
、
往
年
暦
応
之
比
、
以
二
素
寂
自
筆
本

一令
レ
書
コ
写
之

一詑
。

素
因
相
伝
之
本
也
。
其
後
第

一
巻
為
二
或
武
家
仁

・被
二
借
巻

・間
、
後
日

以
二
証
本

肇
ξ
続
欠
巻

・者
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
源
判

本
ニ

件
本
奥
書
云
、

元
応
元
年
十
二
月
十
五
日
、
以
二
施
薬
院
使
忠
守
本

肇
日
写
校
合
畢
。
源

氏
物
語
事
、
彼
朝
臣
耽
二
其
道
ヽ
尋
二
奥
源
ヽ
働
諸
抄
物
等
不
慮
相
コ
伝

之

ヽ
光
行
以
後

口
伝
令
伝
受
云
々
、
好
事
之
至
、
可
レ
謂
二
当
世
之
独

歩

一欺
、
此
抄
尤
可
二
神
秘

一哉
。　
　
　
　
　
　
　
　
前
員
外
亜
相
在
判

傍
線
部
に
よ
る
と
、
善
成
が
所
持
し
て
い
た

『
紫
明
抄
』
は
、
暦
応
年
間
に

素
因
相
伝
の
素
寂
自
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
武
家
に
貸

し
出
し
て
欠
巻
と
な

っ
た
巻

一
を

「
証
本
」
に
よ

っ
て
補

っ
て
い
る
。
巻

一

を
補

っ
た
の
は
、
「権
大
納
言
源
判
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
成
が
権
大
納

言
で
あ

っ
た
応
安
三
～
四
年
の
間
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

「
証
本
」
と

は
、
波
線

で
示
し
た
部
分
に
あ
る
よ
う
に
、
元
応
元
年
に
前
員
外
亜
相
が

「施
薬
院
使
忠
守
本
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
「施
薬
院
使
忠
守
」
と
は
、

善
成
の
源
氏
学
の
師
で
あ
る
丹
波
忠
守
で
あ
る
。
先
程
示
し
た
貞
治
の
奥
書

に
見
え
た

「
証
本
」
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
本
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

善
成
に
よ
る

『紫
明
抄
』
の
書
写
は
、
奥
書
か
ら
窺
え
る
だ
け
で
も
少
な

く
と
も
三
回

（暦
応
三
年

・
貞
治
四
年

・
応
安
三
～
四
年
）
は
行
わ
れ
て
い

る
。
暦
応
三
年
に
素
寂
自
筆
本
を
書
写
し
て
か
ら
、
長
ら
く
善
成
の
手
元
に

あ

っ
た

『紫
明
抄
』
は
、
何
度
か

一
部
分
が
紛
失
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
そ
の
都
度

「
証
本
」
に
よ

っ
て
補
填
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

内
甲
本
系
統

『紫
明
抄
』
の
奥
書
に
よ
り
、
暦
応
三
年
に
は
善
成
の
も
と

に

『
紫
明
抄
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
暦
応
三
年
は

『
河

海
抄
』
成
立

の
約
二
十
年
前

に
あ
た
り
、
か
な
り
早
い
段
階
か
ら

『紫
明

抄
』
は
善
成
の
も
と
で
参
照
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
内
甲
本

『
紫
明
抄
』
の
書
写
に
善
成
が
関
わ

っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
も
、
『
河
海

抄
』
と
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
と
の
繋
が
り
が
窺
え
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
度
は
注
記
の
中
か
ら

『
河
海
抄
』
内
に
見
ら

れ
る

『
紫
明
抄
』
の
本
文
系
統
を
特
定
し
、
そ
の
関
係
性
を
確
認
し
て
い
く
。



〓
一

『
河
海
抄
』
所
引
の

『紫
明
抄
』

先
述
し
た
よ
う
に
、
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
の
書
写
に

『
河
海
抄
』
作

者

の
善
成
が
関
わ

っ
て
い
る
と
い
う
点

で
、
内
甲
本
系
統

『紫
明
抄
』
が

『
河
海
抄
』
に
参
照
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
本
節
で
は
、
注
記
内
容

か
ら
も
、
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
と
の
関
係
が
深
い
か
ど
う
か
を
検
証
す

る
。
具
体
的
に
は
、
京
大
本

・
内
甲
本

。
内
丙
本
で
異
同
が
あ
る
注
記
が
、

『
河
海
抄
』
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
く
。

『
河
海
抄
』
の
注
記
に
は
、
先
行
諸
注
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
、
は

っ
き

り
と
出
典
を
明
示
す
る
場
合
と
し
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
『
紫
明
抄
』
か
ら

の
引
用
も
、
ほ
と
ん
ど
は
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
は

っ
き
り
と

『
紫

明
抄
』
と
明
示
さ
れ
て
い
る
注
記
の
中
で
、
『紫
明
抄
』
諸
本
内
の
異
同
が

関
係
し
て
い
る
の
は
、
次
に
示
す
例
で
あ
る
。

・
『
河
海
抄
』
須
磨
巻

い
ち
は
や
き
世
の

最

強

伊
勢
物
語
に
い
ち
は
や
き
み
や
ひ
を
な
ん
じ
け
る
と
あ
り

親
行
云
　
す
み
や
か
な
る
心
也
水
原

素
寂
云
　
す
く
れ
た
る
と
い
ふ
詞
也
紫
明
抄

案
之
急
な
る
心
欺
早
の
字
也
い
ち
は
最
也
い
ち
じ
る
し
な
と
も
云
也

・
京
大
本

『紫
明
抄
』
須
磨
巻

い
ち
は
や
き
世
の
い
と
お
そ
ろ
し
う

い
ち
は
や
き
す
く
れ
た
る
と
い
ふ
詞
也

。
内
甲
本

『紫
明
抄
』
須
磨
巻

い
ち
は
や
き
世
の
い
と
お
そ
ろ
し
う

倒
刻
御
コ
引
封
劇
測
副
知
Ⅵ
利
利
劇
湘
判
ヨ
「
川
――悧
Ⅶ
引
い
ち
は
や
き
は
封

く
れ
た
る
を
い
ふ

詞
也
す
み
や
か
な
る

事
か

。
内
丙
本

『紫
明
抄
』
須
磨
巻

い
ち
は
や
き

す
み
や
か
な
る
也
　
伊
勢
物
語

こ
れ
は
須
磨
巻
の

「
い
ち
は
や
き
」
と
い
う
語
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
こ

の
注
記
で

『
河
海
抄
』
が

『
紫
明
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
は
、
波
線
部

「
す
く
れ
た
る
と
い
ふ
詞
也
紫
明
抄
」
で
あ
り
、
こ
の
部
分
は
京
大
本
の
波
線

部

「
す
く
れ
た
る
と
い
ふ
詞
也
」
、
内
甲
本
の
波
線
部

「
す
く
れ
た
る
を
い

ふ
詞
也
」
に
当
た
る
。
「
す
く
れ
た
る
と
」
と

「
す
く
れ
た
る
を
」
で
細
か

な
異
同
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
は
京
大
本
の
方
が
近
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

『
河
海
抄
』
の
傍
線
部

「
伊
勢
物
語
に
い
ち
は
や
き
み
や
ひ
を
な
ん
じ
け
る

と
あ
り
」
は
、
明
ら
か
に
内
甲
本
の

「
伊
勢
物
語
云
い
ち
は
や
き
み
や
み
を

な
ん
じ
け
る
」
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
』
を
指
摘
す
る
注

記
は
京
大
本
に
は
見
え
ず
、
ま
た
内
丙
本
に
は

「
伊
勢
物
語
」
と
い
う
指
摘

は
あ
る
も
の
の
注
記
の
語
句
は
や
は
り
見
え
ず
、
内
甲
本

の
独
自
注
記
を

『
河
海
抄
』
が
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。

次
に

『
河
海
抄
』
内
で
注
記
の
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
同
様

に

『紫
明
抄
』
の
異
同
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
注
記
を
示
す
。

・
『河
海
抄
』
帯
木
巻



そ
は
つ
き
さ
れ
は
み

（中
略
）

案
之
左
礼
は
左
道
儀
也
人
の
さ
れ
た
る
と
は
ま
こ
と
し
か
ら
さ
る
膵

也
さ
れ
お
と
な
ひ
た
る
と
は
以
前
の
宿
老
の
字
欺
こ
れ
も
と
し
老
て

物
な
れ
す
き
よ
か
ら
ぬ
然
也
新
猿
楽
記
に
虚
左
礼
と
あ
り
左
礼
右
礼

の
義
也
は
み
は
上
に
付
た
る
詞
也
よ
し
は
み
な
と
云
か
こ
と
し

俊
頼
口
伝
に
誹
諧
副
を
さ
れ
腎
と
い
へ
り
そ
れ
も
た
は
ふ
れ
た
る
様

也

『
河
海
抄
』
夕
顔
巻

さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち

左
道
な
る
や
り
と
く
ち
也

俊
頼
口
伝
に
さ
れ
可
と
い
へ
る
も
誹
諧
然
也
ゆ
か
み
な
と
し
た
る
戸

口
也

・
京
大
本

『紫
明
抄
』
夕
顔
巻

さ
す
か
に
さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち

さ
れ
た
る
は
た
は
ふ
れ
た
る
詞
也
、
俊
頼
口
伝
云
、
誹
諧
副
は
さ
れ

た
は
ふ
れ
た
る
か
こ
と
し
と
い
へ
り

。
内
甲
本

『紫
明
抄
』
夕
顔
巻

さ
す
か
に
さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち

さ
れ
た
る
は
た
は
ふ
れ
た
る
こ
と
は
な
り

俊
頼
口
伝
、
誹
諸
訂
は
さ
れ
ヨ
と
い
へ
り

た
は
ふ
れ
た
る
か
こ
と
し
と
、
さ
れ
た
は
ふ
れ
た
る
か
こ
と
し

。
内
丙
本

『紫
明
抄
』
夕
顔
巻

さ
す
か
に
さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち

さ
れ
た
る
は
た
は
れ
た
る
同
　
俊
頼
口
伝
誹
諧
一ム
々
　
是
を
さ
れ
日
と

い
へ
り
た
は
る
ヽ
か
こ
と
し
と
い
へ
り

こ
れ
ら
は
言
木
巻
と
夕
顔
巻
に
あ
る
注
記
で
、
そ
れ
ぞ
れ

「
そ
は
つ
き
さ
れ

は
み
」
「
さ
れ
た
る
や
り
と
く
ち
」
の

「
さ
れ

（ざ
れ
と

の
意
味
を
解
釈
す

る
も

の
で
あ
る
。
『
河
海
抄
』
で
は
、
傍
線
部

で

「
俊
頼

口
伝
」
と
し

て

『俊
頼
髄
脳
』
か
ら
の
引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の

「俊
頼
口
伝
」
か
ら
の
引
用
部
分
が
、
『紫
明
抄
』
諸
本

で
ゆ
れ
て

い
る
。
『
河
海
抄
』
の
傍
線
部
に
対
応
す
る
箇
所
に
、
傍
線
と
点
線
を
付
し

た
。
こ
の
部
分
を
比
較
す
る
と
、
京
大
本
は

「俊
頼
口
伝
云
、
誹
諧
歌
は
さ

れ
た
わ
ふ
れ
た
る
が
こ
と
し
と
い
へ
り
」
、
内
甲
本
は

「俊
頼
口
伝
、
誹
諧

歌
は
さ
れ
歌
と
い
へ
り
」
、
内
丙
本
は

「
俊
頼
口
伝
誹
諧
云
々
　
是
を
さ
れ

歌
と
い
へ
り
」
と
、
細
か
な
点
で
あ
る
が
三
者
三
様
に
異
な
る
。
注
記
で
示

し
て
い
る
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
注
記
に
用
い
ら
れ
る
語
句
の
使
用
で
最

も
近
い
の
は
内
甲
本
で
あ
る
。

『
河
海
抄
』
内
で

『
俊
頼
髄
脳
』
の
引
用
は
三
例
あ
り
、
「
無
名
抄
」
と
し

て

一
例
、
「
俊
頼
口
伝
」
と
し
て
当
該
箇
所
の
二
例
が
あ
る
。
「
無
名
抄
」
と

し
て
引
用
さ
れ
る

一
例
は
帯
木
巻
に
存
在
し
、
「
尋
木
」
と
い
う
歌
語
に
つ

い
て
歌
学
書
を
列
挙
し
な
が
ら
検
証
を
し
て
い
る
部
分
に
見
え
る
。
こ
の
注

記
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

『
袖
中
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
に
よ
る
も

の
で
、

「
無
名
抄
云
」
か
ら
始
ま
る
箇
所
も
書
名
ご
と
孫
引
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
じ

『
俊
頼
髄
脳
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
な
が
ら
明
示
さ
れ
る
書
名
が
異
な

る
の
は
、
こ
の
よ
う
に
注
記
の
引
用
が
別
々
の
典
籍
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
を



窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

「俊
頼
口
伝
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
当
該
の
二
例
は
、
注
記
が
同
内
容
で

あ
り
、
異
な
る
巻
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
似
た
文
言
で
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
直
接

『
俊
頼
髄
脳
』
を
参
照
し
た
の
で
は

な
く
、
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
か
ら
孫
引
き
し
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の

「
ざ
れ
」
の
解
釈

で
は
、
も
と
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
夕
顔
巻
に
あ

っ
た

注
記
を
、
『
河
海
抄
』
が
夕
顔
巻
の
注
記
に
用
い
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら

『
河

海
抄
』
の
尋
木
巻
の
注
記

へ
と
、
注
記
内
容
を
転
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

次
の
明
石
巻
の
例
で
は
、
引
歌
の
提
示
に
つ
い
て
差
異
が
見
ら
れ
る
。

・
『
河
海
抄
』
明
石
巻

あ
た
ら
よ
の
と
き
こ
え
た
り

引
コ
劉
∃
引
測
劉
剌
調
□
「
割
引
釧
劉

は
や

。
京
大
本

『紫
明
抄
』
明
石
巻

十
二
三
日
の
月
は
な
や
か
に
さ
し
い
て
た
る
に
あ
た
ら
よ
の
と
き
こ
え

た
り間

云
、
今
夜
は
秋
八
月
也
、
あ
た
ら
よ
の
と
い
へ
る
に
春
の
書
を
ひ

け
る
如
何

答
云
、
あ
た
ら
よ
の
と
い
へ
る
か
な
ら
す
し
も
春
季
に
か
き
る
へ
か

ら
さ
る
欺
、
た
ゝ
あ
ら
た
に
あ
き
ら
か
な
る
事
に
い
ふ
へ
き
に
や
、

し
か
ら
は
春
秋
冬
夏

へ
た
て
な
く
て
そ
あ
る
へ
き

。
内
甲
本

『紫
明
抄
』
明
石
巻

十
二
三
日
の
月
は
な
や
か
に
さ
し
い
て
た
る
に
あ
た
ら
よ
の
と
き
こ
え

た

り引
コ

劉

引

引

測

劉

剌

調

日

「

劉

引

引

劉

は
や

問
云
、
今
夜
は
秋
八
月
也
、
あ
た
ら
よ
の
と
い
へ
る
に
春
の
耳
を
ひ

け
る
如
何

答
云
、
あ
た
ら
よ
の
と
い
へ
る
か
な
ら
す
し
も
春
季
に
か
き
る
へ
か
ら

さ
る
欺
、
た
ヽ
あ
ら
た
に
あ
き
ら
か
な
る
事
に
い
ふ
へ
き
に
や
、
し

か
ら
は
春
夏
秋
冬

へ
た
て
な
く
て
そ
あ
る
へ
き

。
内
丙
本

『
紫
明
抄
』
明
石
巻

十
三
日
の
月
は
な
や
か
に
さ
し
出
た
る
に
あ
た
ら
よ
の
と
き
こ
え
た
り

引

コ

倒

引

引

測

劉

別

調

コ

劉

剣

翻

∃

劉

『
河
海
抄
』
が
引
用
す
る
和
歌
は
、
京
大
本
に
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
内

甲
本
と
内
丙
本
に
は
、
同
じ
よ
う
に
引
歌
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
第
四
句

目
の
傍
線
で
囲

っ
た
部
分
の
歌
句
が
異
な

っ
て
い
る
。
『
河
海
抄
』
と
内
甲

本
で
は

「
あ
は
れ
し
れ
ら
ん
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
内
丙
本
は

「
心
し
れ
ら

ん
」
と
な

っ
て
い
る
。
「
あ
は
れ
」
と

「
心
」
と
い
う
細
か
な
差
で
は
あ
る

が
、
内
甲
本
の
み
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
注
記
と
同
様
に
、

引
歌
の
有
無
に
つ
い
て

『
河
海
抄
』
と
内
甲
本
と
で

一
致
す
る
も
の
は
、
書

木
巻

・
夕
顔
巻

・
柏
木
巻
で
も
見
ら
れ
る
。

『
河
海
抄
』
と
内
甲
本
と
の

一
致
は
、
注
記
だ
け
で
は
な
く
、
見
出
し
の

本
文
部
分
で
も
見
ら
れ
る
。
次
の
夕
霧
巻
の
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

・
『
河
海
抄
』
夕
霧
巻

霧
の
た
ヽ
こ
ゝ
も
と
ま
て
た
ち
わ
た
れ
は
ま
か
て
む
か
た
も
見
し
ら
す



漢
書
に
陰
陽
み
た
れ
て
霧
に
な
る
と
い
へ
り

山
さ
と
の
哀
を
そ
ふ
る
ゆ
ふ
霧
に
た
ち
い
て
ん
空
も
な
き
心
ち
し
て

夕
霧
に
衣
は
ぬ
れ
て
草
ま
く
ら
た
ひ
ね
す
る
か
も
あ
は
ぬ
君
ゆ
ヘ

此
耳
に
よ
り
て
夕
霧
大
将
と
い
へ
り

（後
略
）

京
大
本

『紫
明
抄
』
夕
霧
巻

き
り
の
た
ヽ
こ
の
ゝ
き
も
と
ま
て
た
ち
わ
た
れ
は
ま
か
ん
て
ん
か
た
も

見
え
す
な
り
ゆ
く
は
い
か
ゝ
す

へ
き

夕
き
り
に
衣
は
ぬ
れ
て
草
枕
た
ひ
ね
す
る
か
も
あ
は
ぬ
君
ゆ

ヘ

・
内
甲
本

『紫
明
抄
』
夕
霧
巻

き
り
の
た
ゝ
こ
ゝ
も
と
ま
て
た
ち
わ
た
れ
は
ま
か
ん
て
ん
か
た
も
見
し

ら
す
な
り
ゆ
く
は
い
か
ヽ
す

へ
き

夕
き
り
に
衣
は
ぬ
れ
て
く
さ
ま
く
ら
た
ひ
ね
す
る
か
も
あ
は
ぬ
君
ゆ

ヘ

・
内
丙
本

『紫
明
抄
』
夕
霧
巻

霧
の
た
ヽ
こ
の
ま
か
き
の
も
と
ま
て
た
ち

へ
た
か
れ
は
ま
か
て
ん
か
た

も
み
え
す
な
り
行
は
い
か
ゝ
す

へ
き
と
か
こ
ち
て

夕
霧
に
衣
は
ぬ
れ
て
草
枕
た
ひ
ね
す
る
か
も
あ
は
ぬ
君
ゆ
ヘ

見
出
し
の
本
文
の
部
分
に
つ
い
て
、
傍
線
部

「
た
だ
こ
こ
も
と
ま
て
」
と
波

線
部

「
見
し
ら
す
」
が
、
『
河
海
抄
』
と
内
甲
本
と
で
は

一
致
し
て
い
る
が
、

京
大
本
と
内
丙
本
は

「
た
ゝ
こ
の
ま
か
き
の
も
と
ま
で
」
。
「
見
え
す
」
と
異

な
る
本
文
を
提
示
し
て
い
る
。
注
記
内
容
に
限
ら
ず
、
見
出
し
の
本
文
に
ま

で
内
甲
本

『
紫
明
抄
』
と
の
繋
が
り
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
注
記
で
注
目
し
た
い
の
は
、
内
甲
本
に
異
本
注
記
が
傍
記
さ
れ
て
い

る
点

で
あ
る
。
見
出
し

の
本
文
部
分

に
そ
れ
ぞ
れ

「
た

ゝ
こ
の
ゝ
き
イ

本
」
。
「
み
え
す
イ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
傍
記
は
京
大
本
と
内
丙
本
の

見
出
し
の
本
文
に

一
致
す
る
。
当
該
箇
所
で
は
内
甲
本
の
異
本
注
記
と

『
河

海
抄
』
の
見
出
し
本
文
は

一
致
せ
ず
、
内
甲
本

の
も
と
の
本
文
と

『
河
海

抄
』
が

一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
巻
に
よ

っ
て
は
こ
の
現
象
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

・
『
河
海
抄
』
若
菜
下
巻

な
に
か
う
き
世
に
ひ
さ
し
か
る
へ
き
と
う
ち
す
じ
ひ
と
り
こ
ち
て

残
り
な
く
ち
る
そ
め
て
た
き
桜
花
あ
り
て
世
中
は
て
の
う
け
れ
は
菖

ち
れ
は
こ
そ
い
と

ゝ
桜
は
め
て
た
け
れ
な
に
か
う
き
世
に
久
し
か
る

へ
き

。
京
大
本

『紫
明
抄
』
及
び
内
丙
本

『紫
明
抄
』
若
菜
下
巻

な
に
か
う
き
よ
に
ひ
さ
し
か
る
へ
き
と
う
ち
す
し
ひ
と
り
こ
ち
て

の
こ
り
な
く
ち
る
そ
め
て
た
き
さ
く
ら
花
な
に
か
う
き
世
に
久
し
か

る
へ
き

。
内
甲
本

『紫
明
抄
』
若
菜
下
巻

な
に
か
う
き
よ
に
ひ
さ
し
か
る
へ
き
と
う
ち
す
じ
ひ
と
り
こ
ち
て

の
こ
り
な
く
ち
る
そ
め
て
た
き
さ
く
ら
花
な
に
か
う
き
世
に
ひ
さ
し

３

こ
の
例
で
は
、
提
示
さ
れ
た
和
歌
の
四

・
五
句
目
に
異
同
が
見
え
る
。
『
河

海
抄
』
で
は
傍
線
部

「
あ
り
て
世
の
中
は
て
の
う
け
れ
ば
」
に
な

っ
て
い
る

の
に
対
し
、
『紫
明
抄
』
諸
本

で
は
波
線
部

「
な
に
か
う
き
世
に
久
し
か
る



べ
き
」
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
内
甲
本
の
傍
記
に
傍
線
部

「
又
あ
り
て

世
の
中
は
て
の
う
け
れ
ば
」
と
あ
り
、
こ
れ
が

『
河
海
抄
』
で
示
さ
れ
て
い

る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
他
に
、
総
角
巻
の

「袖
の
い

ろ
を
ひ
き
か
け
給
は
し
も
」
の
注
記
に
示
さ
れ
た
引
歌
に
お
い
て
、
同
じ
よ

う
に

『
河
海
抄
』
と
内
甲
本
の
傍
記
と
の

一
致
が
見
ら
れ
る
。

若
菜
下
巻
や
総
角
巻
の
例
は
、
夕
霧
巻
の
例
と
は
正
反
対
の
も
の
で
、
も

と
の
本
文
は

一
致
せ
ず
、
傍
記
が

一
致
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
甲
本

『
紫
明
抄
』
に
存
在
す
る
異
本
注
記
に
は

「
又
」
「
イ
」
「
イ
本
」
「或
」
「或

（注
１３
）

本
」
等
が
存
在
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
性
質
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
内

甲
本

『紫
明
抄
』
の
異
本
注
記
が
付
さ
れ
た
箇
所
の
す
べ
て
が

『
河
海
抄
』

と

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
今
後
更
な
る
検
討

を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
内
甲
本
系
統

『紫
明
抄
』
の
奥
書
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
『
河
海
抄
』
の
注
記
内
容
の
面
か
ら
も
、
内
甲
本
系
統

『紫
明
抄
』
が

注
記
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
『
河
海
抄
』
の
注
記
に

『
紫
明
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
で
も
、
内
甲

本
系
統

『
紫
明
抄
』
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
『
河
海
抄
』
と
内
甲
本
系
統
は

非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
と
推
測
出
来
る
。
先
に
奥
書
で
確
認
し
た
よ

う
に
内
甲
本
は
書
写
の
過
程
で
複
数
の
本
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

も
の
の
、
『
河
海
抄
』
と

『
紫
明
抄
』
と
の
関
係
を
見
る
上

で
は
、
現
在
最

善
本
と
さ
れ
る
京
大
本
よ
り
も
内
甲
本
の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
。

四

『
河
海
抄
』
に
お
け
る

『紫
明
抄
』
引
用
の
手
法

『
河
海
抄
』
に
使
用
さ
れ
る

『紫
明
抄
』
が
内
甲
本
系
統

で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
上
で
、
『
紫
明
抄
』
引
用
の
手
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
河
海
抄
』
の
注
記
に
は
、
先
行
諸
注
書
や
そ
の
他
多
く
の
典
籍
か
ら
の

引
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、
出
典
を
は

っ
き
り
と
明
示
す
る
場
合
と
し
な
い
場

合
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
『
河
海
抄
』
の
典

籍
引
用
の
態
度
に
つ
い
て
、
奥
村
恒
哉
氏
は

「
河
海
抄
が
す
べ
て
の
引
用
典

（注
１４
）

籍
に
書
名
を
記
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
、
ま
た
新
美
哲
彦
氏
は

「
河
海
抄
』
が
古
注
釈
書
の
引
用
書
名
を
挙
げ
る
際
、
そ
の
注
釈
書
を
批
判

す
る
場
合
や
、
先
行
他
注
と
比
較
す
る
場
合
な
ど
、
書
名
を
引
く
必
然
性
が

あ
る
箇
所
も
多
い
が
、
書
名
を
引
く
箇
所
と
引
か
な
い
箇
所
で
注
に
差
異
が

〈注
‐５
）

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
」
と
述
べ
る
。
『
河
海
抄
』
は
出
典
の
明
示
に

関
し
て
重
要
視
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
注
記
を
孫
引
き
す
る
現

象
も
確
認
出
来
る
た
め
、
出
典
を
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

先
に
述
べ
た

「俊
頼
口
伝
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
注
記
に
引
用
書
名
♪
鯛
柵

さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
引
用
書
名
ご
と
の
孫
引
き
で
あ
る
も
の
も
多

い
。

『
紫
明
抄
』
の
引
用
に
つ
い
て
も
当
然
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
て
は
ま
る

が
、
ま
ず
は
出
典
が

『
紫
明
抄
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
注
記
の
特
徴
を
探
る
。

『
河
海
抄
』
に
出
典
が
明
記
さ
れ
た
上

で
引
用
さ
れ
る
先
行
諸
注
釈
は
、

『
源
氏
釈
』
は
四

一
例

（「
伊
行
尺
」
三
八
例

。
「
尺
」
三
例
）
、
『奥
入
』
は

七
〇
例

（「奥
入
」
六
六
例

。
「奥
」
四
例
）
、
『
水
原
抄
』
は
五
〇
例

（「水

原
抄
」
四
二
例

。
「
水
原
」
八
例
）
、
『紫
明
抄
』
は

一
六
例

（「紫
明
抄
」

一



五
例

。
「素
寂
抄
」

一
例
）
で
あ
る
。
『紫
明
抄
』
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て

は
、
こ
の
ほ
か
に

「素
寂
説
」
三
例
、
「素
寂
」
三
例
が
見
え
、
明
示
さ
れ

て
い
る

『紫
明
抄
』
関
係
の
注
記
は
全
体
で
二

一
例
と
な
る
。
『
源
氏
釈
』

『奥
入
』
『水
原
抄
』
と
比
較
す
る
と
、
『紫
明
抄
』
の
少
な
さ
は
際
立
つ
。

そ
し
て
こ
の
う
ち
の
半
数
を
超
え
る
九
例
が
、
否
定
的
な
文
言
を
伴
い
な

が
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
数
例
を
以
下
に
示
す
。

・
夕
顔
巻

き
り
か
け
た
つ
物

紫
明
抄
に
公
良
三
位
か
説
な
と
ゝ
て
秘
事
け
に
い
ひ
た
れ
と
も
顧
胚

閣
団
天
嘗
会
の
し
と
み
や
と
い
ふ
物
也
い
ま
陣
座
の
前
に
立
也

・
初
音
巻

め

つ
ら
し
や
花
の
ね
く
ら
に
木

つ
た
ひ
て
谷
の
ふ
る
す
を
と

へ
る
鶯

翻

ｇ

ヨ

引

引

馴

副

¶

吻

圏

（後
略
）

。
梅
枝
巻

い
と
み
に
く
け
れ
は

醜
ｉ

フ

当
劉
劉

囲

矧

割
ョ

引

釧

引
耐

圏

□

傍
線
部
が

『
紫
明
抄
』
か
ら
の
引
用
部
分
に
あ
た
り
、
線
で
囲

っ
た
部
分
が

そ
れ
に
対
す
る

『
河
海
抄
』
の
否
定
的
な
文
言
に
当
た
る
。
「強
不
然
欺
」

「
謬
説
欺
」
「
僻
事
也
」
と
あ
り
、
こ
の
他
に
は

「
此
義
不
可
然
」
（紅
葉
賀

巻
）
、
「
不
審
」
（花
宴
巻

・
螢
巻
）
、
「
不
得
其
意
」
（少
女
巻
）
、
「
不
足
信

用
」
（若
紫
巻

・
若
菜
下
巻
）
と
い
っ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
紫
明

抄
』
に
付
さ
れ
た
否
定
的
な
文
言
も
、
別
の
典
籍
か
ら
孫
引
き
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
が
、
そ
の
場
合
に
し
て
も

『
紫
明
抄
』
を
否
定
的

に
扱

っ
て
い
る
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
い
。

『
奥
入
』
や

『
水
原
抄
』
の
引
用
で
も
否
定
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
箇
所

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
注
に
お
け
る
誤

っ
た
箇
所
を
正
そ
う
と
す
る
意
識

の
も
と
で
否
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
奥
入
』
や

『
水

原
抄
』
の
引
用
に
は
、
否
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
肯
定
的
に
扱
う
た
め
に
書

名
が
明
示
さ
れ
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

『紫
明
抄
』
か
ら
の

引
用
は
、
わ
ざ
わ
ざ
書
名
を
掲
げ
て
ま
で
注
記
内
容
を
肯
定
す
る
も
の
は
存

在
し
な
い
。
出
典
が

『
紫
明
抄
』
と
明
示
さ
れ
た
注
記
が
少
な
い
た
め

一
概

に
先
行
諸
注
釈
書
と
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
の
点
は
他
の
諸
注
釈

書
と
は
異
な
る
扱
わ
れ
方

で
あ
る
。
『
紫
明
抄
』
引
用
は
、
そ
の
書
名
が
明

示
さ
れ
る
場
合
は
否
定
的
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
先
行
諸
注
釈
書
か
ら
の
引
用
と
比
較
し
た
際
、
『
紫
明
抄
』
引
用
に

見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
『
紫
明
抄
』
と

『
河
海
抄
』
と
で
、
施
注
さ
れ
る

巻
が
異
な

っ
て
い
る
注
記
が
存
在
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
引
用
さ
れ
た
注

記
が
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
巻
と
、
そ
の
引
用
さ
れ
た
注
記
が
用
い
ら
れ

た
巻
と
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り

『紫
明
抄
』
の
あ
る
巻
に

お
け
る
注
記
を
、
『
河
海
抄
』
が
他
の
巻
で
利
用
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

こ
の
例
を
二
点
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
『
紫
明
抄
』
の
注
記
を

『
河
海
抄
』
が
転
用
し
な
が
ら
用
い
て
い

る
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
取
り
上
げ
た
尋
木
巻
と
夕
顔
巻
の

「
さ
れ
た

る
や
り
と
く
ち
」
の
注
記
で
あ
る
。
も
と
も
と
内
甲
本
系
統

『
紫
明
抄
』
夕

顔
巻
に
あ

っ
た
注
記
を

『
河
海
抄
』
が
夕
顔
巻
で
利
用
し
、
さ
ら
に
そ
こ
か



ら

『河
海
抄
』
需
木
巻
へ
と
、
注
記
が
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

引
用
箇
所
が
、
夕
顔
巻
よ
り
も
尋
木
巻
の
方
で
よ
り

一
致
を
見
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
も
と
の
注
記
が
転
用
さ
れ
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
、
『紫
明
抄
』
の
複
数
の
注
記
を

『河
海
抄
』
が

一
カ
所
に
ま
と
め

て
注
記
に
用
い
て
い
る
例
を
示
す
。

・
内
甲
本

『紫
明
抄
』
紅
梅
巻

い
ま
物
し
給
は
の
ち
の
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
御
む
す
め
ま
き
は
じ
ら
な
れ

か
た
く
し
給
し
君

野
道
大
政
大
臣
髭
黒
の
お
と
ゝ
の
名
也
　
　
　
柱
上
髭
黒
大
臣
女

・
内
甲
本

『紫
明
抄
』
竹
河
巻

こ
れ
は
源
氏
の
御
そ
う
に
も
は
な
れ
給
へ
り
し
の
ち
の
お
ほ
い
と
の

野
道
の
お
ほ
い
殿
と
は
、
ひ
け
く
ろ
の
大
臣
を
申
、
瓢
道
の‐
「
＝

月
ｄ
川
副
コ
Ｍ
川
ゴ
引
翻
∃
到
―こ―
劇
ぎ
刻
剤
月
「
Ｊ
副
翻
図
倒
倒
洲
劃

引
劃
刊
日
¶
州
劇
涸
劉
凶
型
副
到
引
則
調
湘
劇
渕
糊
Ч
訓
硼
劇
引
洲
―ゝ

利
川
引
ｒ
′
―
剰
割
「
剥
「
¶
到
日
倒
綱
倒
例
ｑ
倒
劃

・
『河
海
抄
』
紅
梅
巻

い
ま
物
し
た
ま
ふ
は
の
ち
の
お
ほ
き
お
と
ゝ
の
御
む
す
め
真
木
は
じ
ら

は
な
れ
か
た
く
し
給
ひ
し
君
を

野
道
太
政
大
臣

髯
黒
大
臣

一
名
也

剥
刹
初
日
田
月
２
「
引
¶
日
日
日
川
月
日
劃
劃
測
刹
剖
劉
利
ｄ

コ
州
ｑ
利
引
剣
引
劉
到
劇
口
川
月
馴
翻
劉
曇
囚
ｄ
劃
適
ｄ
力、―
―ゝ

測
川
引
ｕ
力ゝ―
―ま―
側
ｄ
日
引
ｄ
引
州
割
双
岡
大
臣
夏
野
一
名
野
道
大

臣
と
号
す
と
云
々

（後
略
）

こ
れ
は
髭
黒
の
人
名
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。
傍
線
部
と
二
重
傍
線
部
に

示
し
た
箇
所
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
『
河
海
抄
』
で
は
、
傍
線
部

「
野
通

の
太
政
大
臣
　
髭
黒
の
大
臣
の

一
名
也
」
は

『
紫
明
抄
』
の
紅
梅
巻
か
ら
、

二
重
傍
線
部

「
野
道
の
字
、
人
こ
と
に
お
ぼ

つ
か
な
き
事
に
申
さ
る
れ
ど
、

重
代
の
本
に
書
き
置
き
て
侍
る
う
え
、
行
成
卿
自
筆
本
に
野
道
と
書
か
れ
た

り
し
か
ば
、
仰
ぎ
て
信
を
と
り
は
べ
り
き
」
は

『
紫
明
抄
』
竹
河
巻
の
注
記

で
あ
る
。
『
河
海
抄
』
の
二
重
傍
線
部
は

「素
寂
抄
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る

と
す
る
が
、
内
容
か
ら

『紫
明
抄
』
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、　
一
つ
の
注
記
ご
と
に

『
紫
明
抄
』
を
参
照
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
非
常
に
よ
く

『
紫
明
抄
』
を
読
み
込
ん
で
い
た
か
ら
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
河
海
抄
』
は

『
紫
明
抄
』
を
単
に
踏
襲
し
て
い
る
の

で
は
な
い
。
注
記
の
所
在
が

『紫
明
抄
』
と

『
河
海
抄
』
で
異
な
る
の
は
、

的
確
に

『
源
氏
物
語
』
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『紫
明
抄
』
の
注
記
を
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
箇
所
で
用
い
直
し
た
も
の
と
判
断
出
来
よ
う
。

『
紫
明
抄
』
と
し
て
明
示
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
善
成

の
源

氏
学
の
基
盤
に
は

『紫
明
抄
』
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
回
は
取
り
上
げ
な
か

っ
た
が
、
『
紫
明
抄
』
か
ら
の
引
用
と
明
記
さ

れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
注
記
が

『
紫
明
抄
』
と
同
文
で
あ
り
、
明
ら
か
に

『紫
明
抄
』
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も

の
も
存
在
す
る
。
ま
た

『
紫
明
抄
』
を
も
と
に

『
河
海
抄
』
が
注
記
を
増
補
し
て
い

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
注
記
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
も
、
『
河
海
抄
』
が

『紫
明
抄
』
を
も
と

に
作
成
さ
れ
た
こ
と
は
窺
え
る
。



『紫
明
抄
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
少
な
く
、
そ
れ
ら
に
肯
定
的
な

文
言
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
特
徴
も
、
こ
の
点
に
起
因
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
『
紫
明
抄
』
の
引
用
自
体
が
少
な
い
た
め
、
書
名
が
明
示

さ
れ
る
箇
所
が
少
な
い
の
で
は
な
い
。
善
成
の
手
元
に
あ
り

『
河
海
抄
』
の

基
に
な

っ
た
注
釈
書
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
肯
定
す
る
部
分
に
ま
で
わ
ざ
わ

ざ
出
典
を
明
記
す
る
必
要
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
紫
明
抄
』

の
解
釈
に
従
え
な
い
部
分
の
み
、
そ
れ
を
否
定
す
る
た
め
に
書
名
を
出
し
た

の
で
あ

っ
て
、
『
河
海
抄
』
を
全
体
的
に
見
る
と
注
釈
に
必
要
な
箇
所
で
は

『
紫
明
抄
』
を
適
宜
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
ま
と
め

以
上
本
稿

で
は
、
『
河
海
抄
』
と

『紫
明
抄
』
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
て

き
た
。
『
河
海
抄
』
所
引
の

『
紫
明
抄
』
は
内
甲
本
系
統

で
あ
り
、
奥
書
と

注
記
内
容
の
両
面
か
ら
そ
れ
が
確
認
出
来
た
。
そ
し
て

『
河
海
抄
』
内
に
見

ら
れ
る

『紫
明
抄
』
引
用
は
、
出
典
が
明
記
さ
れ
る
場
合
は
少
な
い
も
の
の

多
く
の
注
記
に
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
、
『
河
海
抄
』
は

『紫
明
抄
』
を
非
常

に
よ
く
使
い
こ
な
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
『紫
明
抄
』
は
、
『
河
海
抄
』

が
注
記
編
集
の
際
に
個
別
に
参
照
し
て
い
た
注
釈
書
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん

注
記
に
参
照
さ
れ
て
は
い
る
が
、
該
当
注
記
ご
と
に
そ
の
都
度

『
紫
明
抄
』

に
あ
た

っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
『紫
明
抄
』
を
基
と
し
て
他
の
注
釈
を
足

し
て
い
く
と
い
う
編
集
方
法
が
と
ら
れ
た
と
考
え
る
。

注
記
の
内
容
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
善
成
が
早
く
か
ら

『紫
明
抄
』
を
手

に
入
れ
書
写
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
外
面
的
な
部
分
で

『
河
海
抄
』

と

『
紫
明
抄
』
の
影
響
関
係
を
窺
え
る
も
の
で
あ
る
。
善
成
の
源
氏
学
を
考

え
て
い
く
上
で
、
そ
の
初
期
の
段
階
で

『紫
明
抄
』
が
か
な
り
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
た
と
推
測
出
来
る
。
『
紫
明
抄
』
は
善
成
の
源
氏
学
の
基
礎
と

な
る

一
書
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
善
成
の
手
元
に
あ

っ
た

『
紫
明
抄
』

に
他
の
諸
注
が
加
え
ら
れ
て
い
く
形
で

『
河
海
抄
』
（あ
る
い
は
そ
の
前
身

の
ノ
ー
ト
的
な
も
の
）
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
、
『
河
海
抄
』
に
お
け
る

『紫
明
抄
』
の
扱
い
は
他
の
先
行
注
釈

書
と
同
格
で
は
な
い
。

『
河
海
抄
』
の
注
記
作
成
の
過
程
を
考
え
る
上

で
、
そ
の
出
発
点
と
も
言

う
べ
き
位
置
に
あ
る
内
甲
本

『
紫
明
抄
』
が
持

つ
役
割
は
大
き
く
、
今
以
上

に
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

注（１
）

大
津
有

一
「注
釈
書
解
題
」
（池
田
亀
鑑
編

『源
氏
物
語
事
典
』、
東
京
堂

出
版
、　
一
九
六
〇
）。

（２
）

田
坂
憲
二

「内
閣
文
庫
蔵
三
冊
本

（内
丙
本
）
『紫
明
抄
』
に
つ
い
て
」

「
源
氏
物
語
享
受
史
論
考
』、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
九
）。
な
お
内
甲
本
系
統

の
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
氏

「内
閣
文
庫
本
系
統

『紫
明
抄
』
の
再

検
討
」
盆
豆島
秀
範
編

『源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提
言
　
４
』、
國
學

院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
、
二
〇

一
一
）
に
詳
し
い
。

（３
）

内
甲
本
の
巻

一
は
桐
壺
巻
の
み
で
あ
る
が
、
同
系
統
の
龍
門
文
庫
本

・
島

原
松
平
文
庫
本
の
内
題
に
は

「紫
明
抄
巻
第

一　
自
桐
壺
巻
至
末
摘
花
」
と

あ
る
。
も
と
は
内
丙
本
と
同
様
に
桐
壺
巻
～
末
摘
花
巻
ま
で
あ
っ
た
も
の
が

あ
る
段
階
で
現
在
の
よ
う
な
形
態
に
分
割
さ
れ
た
と
も
、
も
と
は
内
甲
本
の

形
態
で
あ
っ
た
も
の
を
内
丙
本
系
統
を
参
考
に
内
題
の
部
分
だ
け
を
書
き
換



え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（４
）

『河
海
抄
』
の
施
注
構
成
に
つ
い
て
、
線
で
囲
っ
て
あ
る
部
分
は

『紫
明

抄
』
三
系
統
と
対
応
し
て
い
る
箇
所
。

（５
）

内
丙
本

『紫
明
抄
』
の
奥
書
に
よ
る
と
、
『紫
明
抄
』
は
永
仁
元
年
に
巻

一
巻
二
が
献
上
さ
れ
、
そ
の
後
翌
年
に
全
巻
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
永
仁
二
年
の
全
巻
献
上
の
際
に
、
巻

一
巻
二
の
施
注
構
成
の
割
合

を
改
訂
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
検
討
の
余
地
が
残
る
。

（６
）

内
甲
本
の
奥
書
は
、
巻

一
、
巻
三
、
巻
四
、
巻
六
、
巻
八
、
巻
十
に
存
在

す
る
。
巻

一
に
は
応
安
三
～
四
年
の
奥
書
と
元
応
元
年
の
奥
書
、
巻
三
に
は

至
徳
四
年
の
奥
書
、
巻
六
に
は
暦
応
元
年
の
奥
書
と
そ
の
後
に

『水
原
抄
』

か
ら
の
抜
き
書
き
、
巻
八

・
巻
十
に
は
至
徳
四
年
の
奥
書
と
貞
治
四
年
の
奥

書
が
存
在
す
る
。

（７
）

巻
六
の
奥
書
に
は

「暦
応
三
年
十
二
月
十
日
、
以
二素
寂
自
筆
之
本
肇
［写

了
。
同
日

一
校
、
朱
点
同
。」
と
あ
り
、
書
写
は
暦
応
三
年
と
分
か
る
。

（８
）

『公
卿
補
任
』
に
よ
る
と
元
応
元
年
十
二
月
時
点
で
の
前
権
大
納
言
は
、

二
条
為
世
、
花
山
院
定
教
、
小
倉
実
教
、
正
親
町
実
明
、
久
我
長
通
、
日
野

俊
光
が
該
当
す
る
が
、
書
写
者
は
特
定
は
出
来
な
い
。

（９
）

小
川
剛
生

「
四
辻
善
成
の
生
涯
」
「
二
条
良
基
研
究
』、
笠
間
書
院
、
二

〇
〇
五
）。

（１０
）

善
成
の
生
年
を
嘉
暦
元

（
一
三
二
六
）
年
と
す
る
と
、
善
成
が

『紫
明

抄
』
を
書
写
し
た
の
は
十
五
歳
の
時
に
な
る
。

（１１
）

『
河
海
抄
』
の
本
文
は
、
玉
上
琢
彊
編

『紫
明
抄
　
河
海
抄
』
（角
川
書
店
、

一
九
六
八
）
に
よ
り
、
『河
海
抄
暴
曇
ご

（天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之

部
第
七
十
巻

・
七
十

一
巻
、
八
木
書
店
、　
一
九
八
五
）
と
龍
門
文
庫
本

（阪

本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集
ヨ
ご
ミ̈
日
●

，
９
０
σ
Ｐ
】３
』
ミ
讐
■
Ｆ
〓

ピ

くヽ
ｏく
く
８
ミ
）
を
参
照
し
た
。
『紫
明
抄
』
の
句
読
点
は
私
に
付
し
た
。

（‐２
）

書市
木
巻

「
う
へ
は
つ
れ
な
く
み
さ
ほ
つ
く
り
て
」、
夕
顔
巻

「
さ
ら
ぬ
わ

か
れ
は
な
く
も
か
な
と
な
む
」、
柏
木
巻

「女
御
の
宮
た
ち
は
ち
ゝ
み
か
と

の
御
か
た
さ
ま
に
わ
う
け
つ
き
け
た
か
う
こ
そ
お
は
し
ま
さ
へ
」
の
注
記
。

（‐３
）

田
坂
憲
二

「京
都
大
学
本
系
統

『紫
明
抄
』
と
内
閣
文
庫
本
系
統

『紫
明

抄
ヒ

盆
一
島
秀
範
編

『源
氏
物
語
本
文
の
研
究
』、
國
學
院
大
學
文
学
部
日

本
文
学
科
、
二
〇

一
一
）。
氏
に
よ
る
と
、
内
甲
本
系
統
の

一
本
で
あ
る
東

京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
、
そ
の
異
本
注
記
を
京
大
本
と
比
較
し

た
結
果
、
京
大
本
と

一
致
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
現
存
し
て
い
な
い
別
系
統

の

『紫
明
抄
』
の
本
文
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
も
の
も
あ
る
と
す
る
。
内
甲

本
系
統

『紫
明
抄
』
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
別
に
し
た
い
。

（‐４
）

奥
村
恒
哉

「河
海
抄
の
位
置
」
（
国
文
学
』
、
学
燈
社
、　
一
九
六
九

・
一
）。

（‐５
）

新
美
哲
彦

「『光
源
氏
物
語
抄
』
か
ら

『河
海
抄
』
へ
―
注
の
継
承
と
流

通
―
」
翁
源
氏
物
語
受
容
と
生
成
』、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
）。

（‐６
）

こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
帯
木
巻
に
見
ら
れ
る

「綺
語
抄
」
「無
名
抄
」
か

ら
の
引
用
は
、
書
名
ま
で
も
含
め
て

『袖
中
抄
』
か
ら
の
孫
引
き
に
よ
る
。

（‐７
）

西
村
富
美
子

「河
海
抄
引
用
書
名
索
引
」
（玉
上
琢
爾
編

『紫
明
抄
　
河

海
抄
』
、
角
川
書
店
、　
一
九
六
八
）
に
よ
る
。
こ
の
他
に
も
、
「定
家
卿
」

「光
行
」
「親
行
」
と
し
て
人
名
が
明
示
さ
れ
て
説
が
示
さ
れ
る
箇
所
が
あ
り
、

『紫
明
抄
』
に
対
す
る
出
典
明
示
の
少
な
さ
が
確
認
出
来
る
。

（‐８
）

注
記
流
入
の
過
程
を
考
え
る
上
で
、
「素
寂
抄
」
を

『紫
明
抄
』
と
同

一

に
考
え
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
も
残
る
が
、
こ
こ
で
は
注
記
の
内
容
か
ら

『紫
明
抄
』
と
し
て
捉
え
る
。

（‐９
）

桐
壺
巻
の
女
御
更
衣
に
関
す
る
注
記
を
は
じ
め
、
准
拠
を
指
摘
す
る
注
記

に
多
く
そ
の
傾
向
が
見
え
る
。
『河
海
抄
』
か
ら
指
摘
さ
れ
る
准
拠
も
あ
る

が
、
『紫
明
抄
』
の
注
記
を
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

（２０
）

こ
の
よ
う
な
態
度
で
あ
り
な
が
ら
、
『河
海
抄
』
の
序
に
は

『紫
明
抄
』

に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
『紫
明
抄
』
を
注
釈
に
利
用
す
る

態
度
は
、
善
成
の
源
氏
学
の
師
で
あ
る
丹
波
忠
守
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
可
能
性
の
指
摘
に
留
め
る
。

（ま

つ
も
と

。
お
お
き
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


